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関西言語学会 

第50回記念大会プログラム 

 

 

 

 
20２5年 5 月 31 日（土）・6 月 1 日（日） 

 

大阪大学 豊中キャンパス 

 

〒560-0043 大阪府豊中市待兼山町１−16 

            大阪大学 全学教育推進機構 

 

 

 

 

 

 
 

関西言語学会事務局 

https://kls-linguist.com/ 

〒560-8532 大阪府豊中市待兼山町 1-5 

大阪大学大学院人文学研究科・文学部 

眞野美穂研究室内  

50・The 50th Meeting of the Kansai Linguistic Society 
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スケジュール 

 

 5月 31日（土） 10:00−12:00 ワークショップ  B会場 

 11:30    受付開始 B棟１階ロビー 

 12:40    開会の辞 大講義室 

 13:00−14:20 研究発表 Ⅰ A会場・B会場・C会場 

 14:40−17:40 シンポジウム Ⅰ 大講義室 

 18:00−20:00 懇親会  カフェテリアかさね 

 

 6月 1日（日）  9:30−12:25 研究発表 Ⅱ  A会場・B会場・C会場 

 13:20−13:40 総会  大講義室 

 13:50−16:50 シンポジウム Ⅱ  大講義室 

 17:00    閉会の辞 大講義室 

 

❒ 大会参加について 

・ 大会の参加登録をお願いします。会員は参加無料です。大会前10日以内に会費を納入された方

は振替受領書をお持ちください。納入が確認できない場合，大会参加費のお支払いをお願い

し，後日確認後，返金いたします。詳しくは学会ウェブサイトにてご確認ください。 

・ 当日会員は，一般 3,000円，学生 2,000円です（学部生は無料。学生証をご提示ください）。 

・ 受付で登録をご確認の上で，名札をお渡しします。会場では名札をご着用ください。 

 

❒ ネットワーク環境と発表資料 

会場では，eduroamが使用可能です。発表資料は，オンライン上での公開を予定いたしております。

会員と参加登録者には大会の約1週間前に資料ダウンロードサイトの情報をメールでお送りいた

します。当日はアクセスが集中しますので，事前にダウンロードしてご参加ください。 

 

❒ 懇親会 

第1日目のシンポジウム終了後，カフェテリアかさねで懇親会を開きます。発表者の方も一般会員

の方も，お気軽にご参加ください。参加を希望される方は，学会ウェブサイトより，5月19日（月）

までに申し込みください。 

会費：（事前申し込み）一般 4,500円，学生 3,500円 

   （当日申し込み）一般 5,000円，学生 4,000円 

 

❒ 書籍展示 

B206にて書籍展示を行なっております。ぜひ足をお運びください。  
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❒ 昼食 

5月31日（土）は，構内の食堂（図書館下食堂 11:30-14:00）・コンビニ（ローソン 理学部J棟内 

8:00-21:00）が営業予定です。6月1日（日）は構内の食堂ならびに売店は閉まっておりますので，

ご注意ください。コンビニは，最寄り駅近辺および大学の徒歩圏内にあります。 

 

❒ 大会について 

今回の大会は，対面のみで開催いたします。大会中の配信および大会後の録画の公開や，質問用

のスプレッドシートの準備は予定しておりませんので，ご注意ください。 

 

 会場案内  

B 棟平面図 

 
 いちょう並木側 

 

 
 

本部：B 棟 3 階 B306（B206 の真上の教室）  

受付 

 

  

B 会場 C 会場 

A 会場 

 

休憩室 

 

書籍展示 

 

大講義室 

特別展示 

１階 

2 階 
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第 50 回記念大会プログラム 

 

 第 1 日：5 月 31 日（土） 
 

ワークショップ  ...................................................................................... 10:00−12:00 
B 会場（B207）： 

日本語における単純語と複合語の類似点と相違点：形態・音韻・意味 

     代表者および発表者： 前田 宏太郎（愛媛大学） 

          長谷川 拓也（東京大学大学院） 

          近藤 森音（津田塾大学） 

          山口 真史（関西外国語大学） 

   

開会の辞  ............................................................................................................ 12:40 
大講義室 

関西言語学会会長 岸本 秀樹（神戸大学） 

 

研究発表 I  .................................................................................................. 13:00−14:20 
 

A 会場（B108）： 司会：杉崎 鉱司（関西学院大学） 

1 (13:00-13:35) 「ローゼンの法則」再検証：非実在語実験による範囲の検証と理論的説明 

山下 大希（名古屋大学大学院生）・飯田 雛乃（名古屋大学大学院生） 

2 (13:45-14:20)  左端の韻律をめぐる諸問題  【招聘発表】 

塩原 佳世乃（東京女子大学） 

 

B 会場（B207）： 司会：大熊 富季子（立命館大学） 

1 (13:00-13:35)  自然科学の文脈に現れるオノマトペの探索―専門家から子どもへの説明

場面に注目して― 

難波 えみ（山口大学）・堀田 のぞみ（お茶の水女子大学） 

2 (13:45-14:20)  関西における中国人留学生の「ヤ」の使用 

殷 琦（大阪大学大学院生） 

 

C 会場（B208）： 司会：碓井 智子（龍谷大学） 

1 (13:00-13:35)  言語の経済性から見る文法化の一要因－日本語諸方言と中国語諸方言の

持続形式を中心に－ 

鴨井 修平（甲南女子大学） 
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2 (13:45-14:20)  結果の意味を表すアスペクト形式のテイル形とウクライナ語の完了体・

不完了体―日本語学習者の誤用の観点から― 

NEKEROVA MARYNA
ネ ケ ロ ワ  マ リ ナ

（筑波大学大学院生） 
 

シンポジウム I ............................................................................................ 14:40−17:40 
大講義室 

 KLS 50 周年記念シンポジウム 理論と実証の最前線 I 

 司会： 藤田 耕司（京都大学名誉教授） 

 「生成文法の理論と実証の最前線」 瀧田 健介（同志社大学） 

 「認知言語学の理論と実証の最前線」   谷口 一美（京都大学） 

 「会話分析における理論と実証の最前線」  横森 大輔（京都大学） 

 「日本語学における理論と実証の最前線」  三宅 知宏（大阪大学） 

 

懇親会（カフェテリアかさね） ................................................................. 18:00−20:00 
 
 

大阪大学 豊中キャンパスマップ  

 

懇親会会場 

学会会場 

食堂 

コンビニ 

喫煙所 
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 第 2 日：6 月 1 日（日） 
 

研究発表 II  ................................................................................................... 9:30−12:25 
 

A 会場（B108）：    

司会：杉村 美奈（立命館大学） 

3 (9:30-10:05)   Disjunction and Discourse Effect in Japanese: Revisiting the Scope of -ka under 

Negation 

立野 寛太（大阪大学大学院生）・小野 竜大（Fulbright / JASSO Fellow） 

4 (10:15-10:50)  Root 仮説による日本語の非対格自動詞の分析：非対格性テストの再検討

を踏まえて      新山 聖也（筑波大学非常勤研究員） 

 

司会：川原 功司（名古屋外国語大学） 

5 (11:05-11:40)  日本語における尊敬語化と最小探索―フェイズ不可侵条件への帰結― 

嘉藤 優太（神戸大学大学院生） 

6 (11:50-12:25)  日本語と沖縄語首里方言の不定語の比較対照統語論 【招聘発表】 

平岩 健（明治学院大学） 

 

B 会場（B207）：  

司会：杉浦 秀行（同志社大学） 

3 (9:30-10:05)   「が」・「の」主語の偏りの伝播に係る調査：名古屋近郊における実験デー

タに基づく検証 

宮﨑 順大（岐阜大学学部生）・石井 遥尊（岐阜大学学部生） 

4 (10:15-10:50)  日本語における二重目的語構文の統語構造：幼児による選言「か」の解釈

の観点から 

森下 光稀（関西学院大学大学院生）・杉崎 鉱司（関西学院大学） 

 

司会：南 佑亮（神戸大学） 

5 (11:05-11:40)  シンハラ語条件節の(ha)ma 

デーヴィカー ウィーラシンハ（安田女子大学） 

6 (11:50-12:25)  カライウトの前接名詞 

周 雪（神戸市外国語大学大学院生）  
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C 会場（B208）： 

司会：于 一楽（滋賀大学） 

3 (9:30-10:05)   終助詞による応答発話「いい」の意味制限について 

市原 沙弥（津田塾大学学部生）・井原 駿（津田塾大学） 

4 (10:15-10:50)  沖縄本島における「しましょうね」の用法：（間）主観性の狭間で 

林 智昭（名桜大学） 

 

司会：伊藤 創（関西国際大学） 

5 (11:05-11:40)  日本語教育からみた「のだ」の機能―アンケート調査をもとに― 

WANG XUCHEN
オ ウ  キ ョ シ ン

（大阪大学大学院生） 
6 (11:50-12:25)  トーク番組におけるジェネラルエクステンダー or something (like that) の

語用論的機能―認識性の視点から― 

松山 加奈子（奈良女子大学大学院生） 

 

 

総会  .......................................................................................................... 13:20−13:40 
大講義室 

 

シンポジウム II ........................................................................................... 13:50−16:50 
大講義室 

 KLS 50 周年記念シンポジウム 理論と実証の最前線 II 

  司会：岸本 秀樹（神戸大学） 

 「言語理論の心理的実在性を再考する」  中谷 健太郎（甲南大学） 

 「いわゆる「マイナー言語」の体系的記述の営みと言語理論の関係について」

             下地 理則（九州大学） 

 「デジタルヒューマニティーズと理論言語学」 山田 彬尭（慶應義塾大学） 

 「中間⾔語研究のこれまでとこれから―英語・⽇本語学習者コーパスからの 
    知⾒―」        石川 慎一郎（神戸大学） 

 

閉会の辞  ............................................................................................................ 17:00 
大講義室 

 関西言語学会大会委員長 井元 秀剛（大阪大学） 
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 大阪大学 豊中キャンパス 交通アクセス  

 

 

 

 

 

 
 

大会委員      

井元 秀剛 (委員長) 伊藤 創 于 一楽 碓井 智子 大熊 富季子 大田垣 仁 

川原 功司 工藤 和也 杉浦 秀行 杉崎 鉱司 杉村 美奈 田中 雄 

西垣内 泰介 日高 俊夫 藤田 耕司 南 佑亮 森 篤嗣(副委員長) 山本 尚子 

由本 陽子 尹 盛煕     

      

開催校委員     

井元 秀剛(委員長) 越智 正男 小薬 哲哉 中嶌 浩貴   

      

事務局 眞野 美穂（局長） 江口 清子    

 

記念大会特別展示 

休憩室（B107）にて，第50回記念大会特別展示として「関西言語学会 全50回大会プ

ログラム展示」を行なっております。ぜひ足をお運びください。 


